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要旨： 本研究は、小学校高学年において、児童が社会との関わりを通して主体的

に行動し、その経験を自己の成長として意味付けていく学習過程を構成し、

社会力の育成を図る実践研究である。道徳科・総合的な学習の時間・特別活

動を関連付け、道徳科で形成された価値理解を自己内基準として位置付け、

地域における社会参画活動と内省を往還させる自律的活動を中核に単元を

構成した。学習過程は、Ｒ−ＰＤＣＡサイクルに沿って、自己探究、自己内基

準の形成、社会参画活動、はがき新聞を活用した自己内対話、学習改善を位

置付けて設計した。分析の結果、児童の地域理解は環境整備中心の見方から、

人との関わりを含む社会としての捉えへと広がり、活動経験を価値に照らし

て意味付け直す記述が確認された。これらから、教科等横断的な学習構成と

内省を位置付けた学習過程が、児童の社会力の育成に有効であることが示唆

された。 
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小学校における「社会力」を育む教科等横断的な単元開発 

－Ｒ－ＰＤＣＡサイクルに沿った自律的活動を中核として－ 

                              一瀨 麻子 

                          

1 研究の背景と問題意識 

近年、核家族化や地域社会とのつながりの希薄化に

より、児童が日常生活の中で多様な他者と関わり、社

会の一員として役割を担う経験を十分に得にくい状況

が指摘されている。こうした状況の中で、他者との関

係づくりや社会への関わりを通して主体的に行動する

力を育成することは、学校教育における重要な課題と

なっている。 

門脇（1999）は、社会力を「人と人がつながり、社

会をつくる力」と定義し、他者への関心や日常的な交

流を基盤として、社会をより良くしようとする意欲や

構想力、実行力を含む力であると述べている。社会力

は、知識として教え込まれるものではなく、他者との

相互作用や共同での経験を通して、試行錯誤を重ねな

がら発揮・深化されていく力である。 

そのため、社会との関わりを単に経験するだけでな

く、その経験を振り返り、自身の成長として意味付け

直す「内省」の過程を学習の中に位置付けることが重

要である。本研究では、この内省を含んだ学習過程を

「自律的活動」と位置付けた。自律的活動とは、児童

が学習の価値や目的を理解した上で、自ら判断し行動

し、その結果を振り返りながら次の行動へとつなげて

いく一連の過程を指す。 

田中（2023）は、現代の子どもが自分の長所や将来

像を描きにくい状況を指摘し、経験を振り返り成長と

して意味付けていく「自己成長力」の重要性を示して

いる。本研究では、門脇（1999）が示した人間関係力・

社会参画力の視点に、田中（2023）の自己成長力の視

点を加え、社会力を三側面から捉える理論的枠組みを

設定した。 

以上を踏まえ、本研究では、道徳科での価値理解を

基盤とし、自己内基準の形成、社会参画活動、内省を

往還させる自律的な学習過程を構成することで、児童

の社会力がどのように育成されるのかを明らかにする

ことを目的とした。 

２ 研究の概要 

本研究は、都内公立小学校第６学年３学級（児童81

名）を対象に、令和７年９月から 12月までの約４か月

間実施した。単元は、道徳科・総合的な学習の時間・

特別活動を関連付けて構成した。 

道徳科では道徳的価値の理解を深め、児童が行動選

択の拠り所とする価値観の形成を図った。総合的な学

習の時間では、地域との関わりを通した社会参画活動

を行い、道徳科で形成した価値を実際の行動場面で用

いる機会を設定した。本研究では、地域と関わる活動

を通して、道徳科で形成された価値を実際の行動場面

で用いる学習を「社会参画活動」と位置付ける。特別

活動では、学級活動（２）に位置付け、本研究の目的

に即して独自に作成した 21 項目４件法の質問紙（以

下、社会力アンケート）を用い、児童が自身の強みや

課題を振り返る活動を行った。 

本研究では、社会力アンケート、ウェビング、はが

き新聞、ならびに児童の発言や行動の記録を、児童の

学習過程や内省の在り方を把握するための資料として

用いた。なお、はがき新聞とは、公益財団法人理想教

育財団が作成した、活動を振り返り、自身の考えや気

付きを簡潔にまとめて表現し、自己内対話を促す学習

ツールである（図１）。 

 これらの資料を通して、児童の学習過程や内省の在

り方を把握し、学習を教科等横断的に構成した。 

３ 単元構成の基本的な考え方 

本単元では児童の社会力を育成するために、次の三 

点を重視して単元構成を行った。 

第一に、道徳科における価値理解を単元の出発点に

位置付けることである。ピアジェの認知発達理論によ

れば、児童は 12 歳頃に具体的操作期から形式的操作

期へ移行し、具体的な出来事から離れて抽象的に思考
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図１ はがき新聞の作成例 



することが可能になるとされる（無藤・若本・小保方，

2014）。そこで本単元では、勤労・公共の精神や思いや

りといった道徳的価値を道徳科で扱い、児童が価値の

意味を理解することを重視した。ただし、価値理解の

みでは、社会参画活動場面において状況に応じた判断

や行動につなげることは難しい。そのため、価値理解

と行動を媒介する視点が必要であると考えた。 

第二に、価値理解を行動につなげるための「自己内

基準」を形成することである。田中（2018）は、読み

物教材に必ずしも依拠しない「道徳ワークショップ」

を提案し、児童が獲得した道徳的な見方・考え方を用

いて、身近な問題や社会的課題について対話的に考え

る授業構成の有効性を示している。また、田中（2025）

が提唱する「２時間道徳」においても、価値理解と対

話・内省を往還させ、道徳的価値を自己の行動や在り

方へ結び付けていく学習過程が重視されている。 

そこで本研究では、これらの考え方を踏まえ、道徳

科で扱った内容項目を児童にも理解しやすい言葉で表

した「道徳の心」を用い、児童一人一人が「自分はど

のような心を大切にして行動したいのか」を言語化す

る活動を位置付けた。こうして形成された価値観を本

研究では「自己内基準」と呼び、後続の社会参画活動

における判断や行動の拠り所とした。 

なお、「道徳の心」を記した真心カードは田中（2025）

の実践を参考に作成し、道徳的価値を児童の日常的な

行動と結び付けて捉える手立てとした。また、行動場

面における心の葛藤を児童がより具体的に捉えられる

よう、筆者が独自に考案したキャラクターを活用した

（図２）。これは、迷いやためらいといった内面の揺れ

を「まよいん」、前向きな意思や信念を「すすむん」と 

して視覚化することで、児童が行動の背景にある価値

の意味を自ら捉え、自己の行動選択へと接続する視点

を形成していった。 

第三に、行動後の内省を学習過程に位置付けるこ

とである。本研究では、価値の内面化を、価値を一方

向的に受容することではなく、経験や感情を振り返

り、価値の意味を問い直し、意味付け直す自己内対話

の過程として捉えた。具体的には、地域の大人から仕

事や生き方について話を聞いたりインタビューしたり

する活動の後と社会参画活動の後に、はがき新聞を活

用した内省活動を行った。これにより、経験を言語化

し、価値理解と結び付けながら次の行動へとつなげる

学習構成とした。 

以上のように、価値理解、自己内基準の形成、地

域の大人との対話を含む社会参画活動及び自己内対話

を往還させることで、社会との関わりが自律的活動と

して成立し、深化していく学習過程を構成した。 

４ 単元設計の視点と学習過程の構成 

本研究では、児童が社会との関わりを通して学び、

その経験を内省する過程を往還させる学習過程を意図

的に設計した（表１）。具体的には、（１）道徳科にお

ける価値理解、（２）価値を行動の拠り所とする自己内

基準の形成、（３）地域における社会参画活動、（４）

はがき新聞を用いた自己内対話、（５）社会力アンケー

トを活用した自己探究、という学習過程を段階的に配

置した。 

これらの学習過程は単線的に進むものではなく、各

段階で生じた気付きや内省が、その後の判断や行動選

択に影響を及ぼすよう構成している。特に、自己内基

準を価値理解と社会参画活動をつなぐ結節点として位

置付けることで、児童が自らの判断に基づいて行動し、

その結果を内省によって捉え直す自律的活動が生起・

深化することを意図した。 

なお、本単元の構成は、実態把握（Research）を起

点とし、計画（Plan）―実践（Do）―振り返り（Check）

―改善（Act）を往還するＲ－ＰＤＣＡサイクルの考え

方と整合している。社会参画活動を通して得られた経

験や内省は、次の学習改善や行動選択へと生かされる

ものとして位置付けた。 

５ 実践の具体 

５－１ 三つのプロジェクトの位置付け 

本研究では、地域に暮らす多様な人々との関わりを

通した社会参画活動として、高齢者・外国にルーツの

ある方・保育園児との交流からなる三つのプロジェク

トを設定した。これらは、門脇（1999）が示す社会力

の定義に基づき、人との関わりを軸に社会参画を経験

できるよう構成したものである。単元途中に実施した

ウェビング「こんな町にしたいな」では、多くの児童

が当初、環境整備や安全性に着目していた。本研究で

は、「人とのつながりがある町」という少数の視点を社

会力育成の観点から重視し、学年全体の学習課題とし

て位置付けた。その上で、三つのプロジェクトの概要

と目的を示し、児童が理由をもって参加プロジェクト

を自己選択する機会を設けた。プロジェクトは学年再

編成のグループで実施し、担任教員は活動の進行や話

し合いを支援するファシリテーターとして伴走した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 考案したキャラクター 



 

表１ 単元の全体構成と学習過程 

学習段階 

【Ｒ－ＰＤＣＡ】 
教科・領域／教材・資料（学習資源） 学習のねらい 主な学習活動 

時

間

数 

導入・自己探究【Ｒ】 

 

特別活動／評価資料（社会力ア

ンケート：７月） 

現状把握と自己課題の自覚 社会力アンケートの

実施、結果を基にし

た自己分析（強み・

伸びしろ） 

１ 

価値理解① 道徳科／教材（東京書籍）「あ

きらめないを手助けしたい―

義肢装具士 臼井二美男」、外

部人材（地域の大人の語り：働

くこと・生き方） 

勤労・公共の精神の理解 教材読解→価値の検

討→地域の大人の語

りで具体化 

２ 

内省①（経験の受容） 総合的な学習の時間／成果物

（はがき新聞） 

経験の振り返りと意味付け

（価値の受容・再構成） 

振り返り→はがき新

聞作成→交流・共有 

２ 

価値理解② 道徳科／教材（東京書籍）「み

んないっしょだよ―黒柳徹

子」、「うちら『ネコの手』ボ

ランティア」 

勤労・公共の精神の理解、思

いやりの理解、自己内基準形

成への足掛かり 

教材読解→道徳ワー

クショップ→「道徳

の心」の形成 

３ 

課題形成【Ｐ】 総合的な学習の時間／自治体

統計資料（人口構成等）・ウェ

ビング 

願いの言語化と課題設定 「こんな町にした

い」表出→地域理解

→課題共有 

１ 

計画・準備【Ｐ】 総合的な学習の時間／地域人

材（助言・協力）、真心カード、

計画ワークシート 

自己内基準に基づく計画形成 行動基準の言語化、

プロジェクト選択、

役割分担・準備 

６ 

社会参画活動【Ｄ】 総合的な学習の時間／交流対

象（保育園児・高齢者・外国に

ルーツのある方） 

自己内基準を基盤とした社

会参画活動の遂行 

地域の相手と関わ

る社会参画活動の

実施 

２ 

内省②（当事者として

の振り返り）【Ｃ→Ａ】 

総合的な学習の時間／成果物

（はがき新聞） 

実践の内省と行動の意味付け 振り返り→はがき新

聞作成→交流・共有 

３ 

社会への発信【Ａ】 総合・特別活動／学校行事（学

習発表会）・聴衆（保護者・地

域の方） 

学びの社会的意味付け 発表準備→成果の発

信（※準備時間数含

む） 

８ 

 

まとめ・自己探究 

【Ａ→Ｒ】 

特別活動／評価資料（社会力ア

ンケート：７月・12月比較） 

成長の自覚と次の目標設定 比較結果の共有→成

長の確認→次の目標

化 

１ 

５－２ 高齢者との交流プロジェクト 

高齢者との交流プロジェクトは、児童が相手の立場

や気持ちを考えながら行動する社会参画活動を実現す

ることを目的として設定した。多くの児童にとって、

高齢者は地域に暮らしていても日常的に接する機会が

限られていた。事前学習では、地域の区民ひろば所長

をゲストティーチャーに迎え、高齢者の生活や様子、

実際に関わる際に大切にしてほしいことなどについて

お話を伺った。その中で所長から示された「思いやり

が工夫になる」という言葉を手掛かりに、児童は「相

手にとって無理がなく、安心して楽しめる関わりとは

何か」について話し合いを行った。当初は、教えても

らった人気の遊びをそのまま提案する意見が多く見ら

れたが、話し合いを重ねる中で、相手の体力や好みを

踏まえて活動内容を調整したり、新たな案を出したり

する発言が見られるようになった。話し合いの中では、

「私たちと一緒に集まることで、気持ちを楽にしても

らいたい」「楽しんでもらいたい」「孤独を防ぎたい」



「少しでも役に立ちたい」「元気でいてほしい」「笑顔

になってほしい」「もっと長生きしたいと思ってほし

い」「日本も捨てたものじゃないと思ってほしい」とい

った思いが語られた。また同時に、「自分たちもやって

よかったと思える活動にしたい」「成長したと感じたい」

といった自身の在り方に関する発言も見られ、話し合

いの中で、相手と自分の双方にとって意味のある活動

を意識した提案や意見が出されていた。 

交流当日は、まず全体で高齢者の方々と一緒にラジ

オ体操を行った後、児童と高齢者が神経衰弱・折り紙・

カラオケ・魚つりの四つのブースに分かれて交流活動

を行った。交流中、児童は相手一人一人の反応や意向

を受け止めながら関わり方を調整していた。例えば、

当初想定していた活動を断られた場面では、高齢者の

提案を受け入れ、無理に自分たちの案を押し通すこと

なく活動内容を変更する姿が見られた。 

交流後に作成したはがき新聞には、「ぼくは、つなが

る心を大切にして活動しました。高齢者の方々と折り

紙をしながらいろいろな話をすることで、つながるこ

との楽しさを感じました。これからも、近所の人たち

と話をして、いろいろな人と仲良くなれる人になりた

いです。」といった記述が見られ、児童が交流経験を振

り返り、自身の行動や感じたことを言語化している様

子が確認された。 

５－３ 外国にルーツのある方・保育園児との交流プ

ロジェクト 

外国にルーツのある方との交流プロジェクトでは、

ネパール及びミャンマー出身の三名の方を招き、教室

で交流を行った。異文化背景をもつ他者との直接的な

関わりの中で、言葉が十分に伝わらない場面では、簡

単な言葉に言い換えたり、身ぶりや表情を用いたりす

るなど、伝え方を工夫する姿が見られた。また、一方

的に日本の文化を伝えるのではなく、相手の文化につ

いて質問し理解しようとする姿勢も確認された。 

 保育園児との交流プロジェクトでは、近隣の公立保

育園児（年中・年少）を招き、校内で交流活動を行っ

た。活動中、園児の発達段階を意識して声の掛け方や

遊び方を工夫する姿が見られる一方で、児童同士の活

動に集中し、十分な配慮ができなかった場面もあった。

活動後の振り返りでは、児童自身がその点に気付き、

「もっと園児を中心に考える必要があった」と捉え直

す様子が見られた。 

 これらの交流を通して、児童は自己内基準を拠り所

に行動し、その結果を内省しながら関わり方を見直す

経験を重ねていった。 

６ 分析結果 

本章では、ウェビング及びはがき新聞の記述を中心

とした質的分析により、児童の認識の変容を検討する。

社会力アンケートは、実践効果を検証するための分析

資料とは位置付けていない。（１）仕事観・生き方観に

関わる自己理解、（２）地域理解の枠組み、（３）社会

参画活動後の内省という三点に着目し、学習過程を通

した認識の変容を検討する。質的分析にあたっては、

KH Coder（Version 3.Beta.08e）を用いて共起ネット

ワーク分析を行った。共起ネットワーク分析とは、テ

キストデータ中における語と語の共起関係をネットワ

ークとして可視化し、記述の傾向や構造を把握する手

法である（樋口，2017）。図中の Frequencyは各語の出

現回数を示し、円の大きさは出現回数の多い語ほど大

きい。線は語同士の共起関係を表し、線の太さは共起

の強さを示す。なお、共起ネットワークで抽出された

語は「」、児童の記述は【】で示す。 

６－１ 地域の大人との対話後のはがき新聞の分析 

本単元では、社会参画活動に先立ち、地域で働く大

人から仕事や生き方について話を聞いたり、インタビ

ューを行ったりする活動を設定した。これは、児童が

社会を「自分とは無関係な世界」として捉えるのでは

なく、自分もこれから関わっていく存在であることに

気付くことを目的としたものである。また、地域で働

く人々がどのような思いで仕事や地域と向き合ってい

るのかを知ることを通して、児童が社会に向かう姿勢

のモデルに出会い、身近な場所に生き方のモデルとな

る人がいることに気付くこともねらいとした。 

授業後に作成したはがき新聞の記述を対象に分析

を行った（Jaccard係数0.2、最小出現数３回、品詞に

よる語の取捨選択は KH Coder の既定設定に基づく）

（図３）。 

図３ 仕事に関するはがき新聞（三段目）の共起ネッ

トワーク図 

 

本研究では、はがき新聞を三段構成で記述する形式

を示した。一・二段目では対話を行った地域の大人の

紹介、三段目では「話を聞いた地域の大人と道徳教材

に登場する人物の生き方に共通する点は何か」という

視点を学習課題として提示し、具体的な人物の生き方

を比較しながら価値の意味を考えることを意図した。



したがって、本分析は共通の学習課題に基づいて生成

された記述を対象としている。 

分析の結果、図３において中心的に位置付く語

（Frequency60 以上）として、「仕事」「思う」「自分」

「人」などが抽出された。「仕事」に関する記述には、

【すごく大変な仕事なのに、人を笑顔にするのがすご

い】【私もこれから先、誰かの役に立つような仕事をし

たい】【どの仕事にも大きな魅力ややりがいがあること

が分かった】などが見られた。また、【仕事の中でいろ

いろなことを学び、自分のためにもなっていることが

分かった】といった記述も確認された。これらは、仕

事を他者のための営みとしてだけでなく、働く人自身

の成長にもつながる営みとして捉え直す認識の広がり

を示していると考えられる。 

「自分」に関する記述には、【自分も将来誰かのため

の仕事をしようと思った】【自分の好きなことを活かし

て努力することが大切だと分かった】【自分で決めたこ

とに向き合っていきたいと思った】などが見られた。

「人」に関しては、【人のために頑張れる◯◯さんは、

かっこいい】【人の役に立てた時が嬉しいと言ってい

た】【人のために何かを考えて実行できるような人にな

りたい】といった記述が確認された。これらは、道徳

教材と地域の大人の語りを関連付けて学習したことに

より、児童が仕事を生活のための営みとしてだけでな

く、他者への貢献や自己の成長と結び付けて捉えるよ

うになったことを示唆している。 

以上の結果から、本段階の記述は主として仕事観や

生き方観に関わる自己理解の深化を示すものであった。

地域の大人の語りは、道徳教材による価値理解を現実

の生き方と結び付ける契機として機能し、児童の自己

理解を刺激する役割を果たしていたと考えられる。こ

の段階は、後続の社会参画活動へ向かう前提として、

仕事観・生き方観に関わる自己理解が深まり、自己成

長力の初期的な変化が見られた段階であった。 

６－２ ウェビング記述の質的分析 

６－１では自己理解の側面に関わる側面の初期的

変化が確認されたが、ここでは社会（地域）に対する

見方の変容に着目する。「こんな町にしたいな」をテー

マに、プロジェクト活動計画前に実施したウェビング

記述（以下、活動前）と、単元終末に色を変えて書き

加えたウェビング記述（以下、単元終末）を対象とし、

分析を行った（Jaccard係数0.25、最小出現数５回、

品詞による語の取捨選択は KH Coder の既定設定に基

づく）（図４）。 

ウェビングの実施時間は活動前が 15分、単元終末が

10分と異なるため、出現頻度の単純比較は適切ではな

い。そこで本分析では、語の中心性や語同士の結びつ

きに着目し、共起関係の構造的特徴から解釈を行った。 

まず、図２において中心的に位置づく語（Frequency 

50以上）に着目すると、活動前では、「増やす」「きれ

い」「公園」「安全」などの語が抽出された。「増やす」

に関しては、【遊べるところを増やす】【花を増やす】

【ごみ箱を増やす】などの記述が確認された。また、

「安全」に関しては、【安全に暮らせる町】【安全で事

故が少ない】【安全で治安がよい】などの記述が確認さ

れた。これらから、活動前の児童は、町を環境整備や

安全性の向上といった観点から捉えていたことがうか

がえる。 

一方、単元終末では「人」「子ども」「高齢」「外国」

といった語が抽出された。「人」に関しては、【人と人

とがつながれる町にしたい】【言語が分からない人も理

解できるようにイラストを増やす】などの記述が確認

された。また、「高齢」に関しては、【子どもと高齢 

者ともっと交流を増やす】【高齢者が生き生きと過ごす】

などの記述が確認された。 

 

活動前 

 

単元終末 

図４ ウェビング（活動前／単元終末）の共起ネッ

トワーク図 

以上より、活動前の児童における「よい町」の具体



は「何かを増やす」といった環境整備や、「安全性を高

める」といった安心して生活できる条件づくりに関す

る認識が中心であったと捉えられる。これに対し単元

終末では、活動前に見られた視点に加えて、「人との関

わり」や「多様な人が安心して過ごせる町」といった

視点がより明確に示され、児童の地域（町）理解が、

環境整備や安全性の向上を中心とする視点に加え、人

との関わりを含む視点へと広がっていることが確認さ

れた。これらの変化は、児童の地域理解が環境整備や

安全性を中心とする対象中心的視点から、人との関わ

りを基盤とする関係性中心的視点へ構造的に再編され

たことを示している。 

６－３ 社会参画活動後のはがき新聞の分析 

道徳科で形成された自己内基準に基づく社会参画

活動後に作成されたはがき新聞を対象とし、分析を行

った（Jaccard係数0.2、最小出現数５回、品詞による

語の取捨選択はKH Coderの既定設定に基づく）（図５）。

一段目ではプロジェクト参加のきっかけ、二段目では

準備や当日の様子、三段目では活動を通して考えたこ

と・感じたこと・今後に向けて等を書くよう方向性を

示した。本研究は自律的活動を取り入れた単元構成を

もとに社会力の育成を目的としていることから、児童

の意味付けや内省が集約される三段目の記述に対象を

絞り、分析を行った。 

 

図５ 社会参画活動後のはがき新聞（三段目）の共起

ネットワーク図 

 

その結果、相対的に出現頻度の高い語（Frequency75

以上）として「心」「大切」が抽出された。「心」に関

する記述には、【僕は、尊ぶ心を大切に、高齢者の意見

を聞いたりして、尊重してプロジェクトに取り組めた】

【協力すれば、自分のやることがどんどん進むし、僕

も自分の塗り絵が描けて、協力する心をすごく大事だ

と実感しました】などが確認された。また、「大切」に

関しては、【自分と他の人との関わりを深められる大切

な機会だった】【これから相手の気持ちを大切にしたい】

などの記述が見られた。これらより、児童は道徳科で

形成された自己内基準を踏まえつつ活動経験を振り返

り、他者との関わりを契機として経験を価値的に意味

付けていることがうかがえる。 

また、「考える」「行動」「成長」等の語もネットワー

ク内に位置付いていた。これらは出現頻度としては高

くないものの、価値理解が自己の在り方や今後の行動

へと接続されていることを示す語として注目される。

すなわち、児童の記述は価値語の理解にとどまらず、

それを自己の判断や行動の方向性へと結び付けようと

する内省過程を含んでいることが示唆される。 

「考える」に関する記述には、【相手のことを考えて

接すると、お互いに良い気持ちになる】【自分中心で考

えるのではなく、小さい子中心で考えることを心がけ

たいと思った】等が見られた。「行動」に関する記述に

は、【やっぱり自分から何か行動してみるといいことを

改めて実感できました】【周りの人の気持ちを大切に行

動できるようになりたいです】等が見られた。 

以上より、はがき新聞三段目では「心」「大切」など

の価値に関わる語が高頻度で抽出され、活動経験を価

値に照らして意味付け直す記述が確認された。また、

「考える」「行動」等の語も見られ、活動を振り返りな

がら今後の関わり方や行動へとつなげようとする志向

が表れていた。これらの記述は、道徳科で形成された

自己内基準を基盤とする社会参画活動を通して、その

基準が実践の中で再構成され、今後の判断や行動の方

向性へと統合されつつある内省過程の表れであると解

釈できる。 

７ 考察 

第６章で示した質的分析結果（６－１仕事観・生き

方観、６－２地域理解、６－３社会参画活動後の内省）

を統合すると、本研究における学習過程は、児童の仕

事観及び地域観の認識枠組みを変容させる構造として

整理できる。図６は、教師の関わりを媒介として、児

童の仕事観及び地域観が拡張・重層化していく過程を

示した概念図であり、「＋」は認識の置き換えではなく、

意味の付加・深化を表している。とりわけ、６－１で

示した地域の大人の語りやインタビュー後の記述には、

仕事を生活のための営みとしてのみ捉えるのではなく、

他者への貢献や自己の成長と結び付けて捉え直す自己

理解の深化が見られた。この段階での変容は、社会を

「自分とは無関係な対象」としてではなく、将来関わ

っていく場として捉え直す契機となっており、後続の

社会参画活動や内省を内側から支える基盤として機能

していたと考えられる。    

本研究の目的は、地域と関わる社会参画活動を通し

て、児童の社会力を育むことにあった。分析結果を踏

まえると、本研究の意義は主として次の三点に整理で

きる。 

第一に、６－２の分析結果より、児童の地域理解が、



町を「整える対象」（環境整備・安全性の向上）として

捉える見方から、さまざまな人が関わり合って生活す

る「社会」として捉える見方へと広がった点である。

また、言語や文化の違いをもつ人への配慮や、誰にと

っても理解しやすく過ごしやすい工夫を考える記述も

見られ、「多様な他者と共に暮らす町」という視点が生

まれつつある点に、本研究の意義がある。 

第二に、６－３の分析結果より、活動経験が「楽し

かった」「達成できた」といった表面的な感想に留まら

ず、経験の内容や意味が道徳的価値に照らして捉え直

されていた点である。はがき新聞三段目では思いやり

や尊重に関わる価値語が多く用いられ、児童が他者と

の関係の中で自らの判断や行動を捉え直している様子

がうかがえた。これは、道徳科での価値理解が社会参

画活動の経験と結びつくことで、児童自身の判断の基

準（自己内基準）として働き始めつつあることを示唆

している。 

第三に、６－３の分析結果より、児童が活動経験を

踏まえ、今後の関わり方や行動を構想し始めた点であ

る。内省の中には考え方を修正したり、行動を起こそ

うとしたりする記述が見られ、自分自身の在り方を更

新しようとする姿が読み取れた。地域の一員として「自

分にもできることがある」と捉え始めた点に、人間関

係力・社会参画力の育成としての成果がうかがえる。 

社会力は短期間で身につく力ではなく、人とのつな

がりと経験の積み重ねを通して育ち続ける力である。

今後は、本実践を単発の取組にとどめることなく、学

校全体として地域の特色を生かした活動を段階的に積

み上げていく必要がある。あわせて、教師が地域と児

童をつなぐ構想力を高め、児童の試行錯誤を価値ある

学びとして捉えながら、対話を通して内省を促す伴走

者として、社会力（自己成長力・人間関係力・社会参

画力）の育成を支えていくことが重要である。 
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図６ 学びを促す教師の関わりによる児童の認識構

造の変容モデル 

 

児童の認識（後） 

仕事 

地域 

環境整備 

安全性 

自己の成長のため 人との関わり 

他者のため 

学
び
を
促
す
教
師
の
関
わ
り 

・道徳科・読み物教材を使った授業 

・地域の大人との仕事・生き方に関する対話

（2時間道徳） 

・道徳ワークショップ（自己内基準の設定） 

・地域の専門家からの助言 

・地域での学び（社会参画活動） 

・はがき新聞による振り返り（自己内対話） 

・社会力アンケートによる自己探究 

児童の認識（前） 

環境整備 

安全性 

生活のため 

生活のため 


